青明舎　　フェイスシート

平成21年7月22日　担当：兵藤　拓明

	登　録　者
	氏　名　佐藤　朗子　様　　　　　男・女　　　　昭和53年3月14日生（31歳）

	
	住　所　八戸市沢里字二ッ屋1-32　　電話　0178－22-7612

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	

	
	発症時期
	平成13年8月頃（26歳時）
	罹 患 期 間
	約8年

	
	入院回数
	１回
	延べ入院年数
	約8ヶ月

	医療機関
	青南病院　（主治医　安ヶ平Dr）
	外来受診日
	木曜日（隔週）

	
	
	
	

	医療区分
	国保
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	
	精神保健福祉手帳

2級

	経済状況
	年金
	

	
	就労
	月100,000円

	障害程度区分
	　
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　寿楽荘（週5日）、ナイトケア（月1回）

	住まいの場
	　自宅

	登録年月日
	平成15年10月24日
	身長
	cm
	体重
	kg

	最終学歴
	米沢短期大学卒業
	免許・資格
	第一種普通自動車免許

	職　歴
	なし

	保　護　者
	氏　　名　　　　佐藤　礼子　様　　　　　　　続柄　　母親　（同居　・否）

	利用目的

· 就労、生活に関する相談

	入院・治療歴

①H13.8～　　　　　外来　武者クリニック 

②H13.8～H14.3　　　入院　青南病院

③H14.3～H14.10　　外来　三川クリニック

④H14.11～H17.9　　外来　三川クリニック

⑤H17.9～　　　　　外来　青南病院

	生活歴

八戸市に出生。聖ウルスラ学院卒業後、山形米沢短大に入学。その後、H13東北福祉大に編入、４年生時に学業の負担を機に、急性の幻覚・妄想状態を呈し発病。（統合失調症）大声を上げて騒ぎ錯乱状態となり警察官に保護され、実家の八戸に戻り、一回目の入院となる。退院後(H14.３～)は三川クリニックを外来とし、青南病院デイケア通所開始となる。平成17.9より本人希望により外来を青南病院へ移している。



	 
[image: image1.png]



	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

家族構成は本人、父、母、祖母、弟2人。

母親が本人に対し協力的であり、生活面での支えになっている。本人も生活面や健康面また就労等の相談は母親に行っている。弟については毎週日曜に面倒をみている。そのことで本人が疲労感を訴えることが多い。


平成21年7月22日（月）

	氏　名
	　佐藤　朗子　様
	男・女
	生年月日
	昭和53年3月14日生（31歳）


	長期目標（中期・短期）

	病状を悪化させることなく安定した就労生活を送る


	これまでの経過　　（最終評価日　平成21年7月22日）

	【これまでの就労実施状況】

　寿楽荘（洗濯場）
H18．2…体験実習開始（週2日、1日2時間）

　H18．5…社会適応訓練開始（週2日、1日2時間）

　H20．4…アルバイト就労開始

　H20．6…アルバイト就労継続（週5日、1日4時間）

　H21．2…パート就労継続（週5日、1日7時間）

　H21．4…正職員として就労（週5日、1日8時間）

　H21．6…新人スタッフの指導業務を与えられる。

【前回までの経過】

〈就労状況〉

●訓練内容については洗濯物をたたんだり、洗濯機・乾燥機を回すなど洗濯場での作業は一人でも行うことができている。洗濯物配りやスタッフへの質問は緊張感が強く上手く話すことができないことがあり、課題が多い。本人訓練については、対人面で緊張感が強く疲労感を感じることはあるが、一人で行う作業については「自分に合っている」と話している。

〈生活リズム〉
●実習開始前は、就寝時間が10時～0時過ぎと定まっておらず、起床時間もバラバラとなってデイケアへの通所も定期的にできないこともあった。デイケアでの就労プログラムや寿楽荘での実習・訓練開始後は起床・就寝時間、日課が確立されている。疲労感により多少リズムが崩れることがあるが休日きちんと休養を取るなど大きく崩れることはない。

〈通所利用〉

●デイケア通所開始時は、生活リズムの乱れにより遅刻、欠席が目立っていた。「就労準備前段階プログラム」を期に生活リズムを見直すきっかけとなり、デイケアへの定時前の通所がほぼ確立され遅刻、欠席がほとんど無くなった。プログラムへはほぼ参加はできているが、他メンバーとの交流は受け身になっている。

【現在の状況】

〈就労状況〉

　●週5日、1日7時間労働で経過していたが、本人の希望により平成21年4月から1日8時間労働となる。

●平成21年6月より精神障害のある新人スタッフが作業に加わることとなり、新人に対して指導する役割を与えられている。本人より「指導をしたことがないので不安を感じる」という訴えがある。

●一緒に作業しているスタッフ（知的障害者）が独語をすることについて「気になる、ストレスが溜まる」という訴えがある。平成21年7月に吐き気と胃痛のため仕事を2日欠勤しており、後日青明舎スタッフと面談している。どうしてもストレスとなる場合は業務内容を変更し対象者と距離を置くこともできることを伝えている。本人からは「相談支援の補佐業務に就きたい」という希望が聞かれており、就労のステップアップについては区別して検討する必要があることを本人に伝えている。

〈生活リズム〉

　●生活リズムは乱れることなく過ごすことが出来ていると話す。

〈通所利用〉

　●平成20年2月よりナイトケア利用（月1回木曜日）している。フルタイムの就労をしていることもあり、休日が木曜日に重なった時のみの利用となる。利用時は他利用者やスタッフに生活や就労に関する相談をすることができている。

〈資格取得〉
●現在福祉住環境コーディネーターの資格取得（平成21年10月試験）を目指して勉強している。資格取得後は社会福祉士の資格も取得したいと話している。




問題点

1 就労生活において対人面でのストレスを訴えている

2 フルタイム労働、試験勉強など本人にかかる負担が大きい

	支援内容
	介入方法
	支援期間

	対人面でのストレス軽減・対処方法の検討
	· 青明舎スタッフの定期的な面談により本人の話を傾聴しストレス軽減を図ると共に対処方法について検討する。

· 就労先担当者との連携により、本人の状況を把握。必要に応じて業務内容を変更しストレスの軽減を図る。


	3ヶ月

	就労、勉強の負担軽減
	· 就労状況を確認しつつ、本人にかかる負担が大きいようであれば労働時間の調整することや、試験勉強について本人と検討し、負担を軽減していく。


	3ヶ月


プラン計画者　氏名：　兵藤　拓明

修正プラン実施評価日： H21年7月22日（月）　青山荘地域交流活動室
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